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研究推進校事業報告書 

 

 

１  研究推進校の概要 

学 校 名 所 在 地 電 話 番 号 児童数 備 考 

 豊橋市立羽根井小学校 豊橋市羽根井本町131番地   0532(31)0375   454人  

 

２ 研究課題 

(1)「考え、議論する道徳」へと質的に転換を図る授業のさらなる研究 

(2) 道徳教育の全体計画、別葉、年間指導計画を踏まえた道徳教育の進め方の研究 

 (3) 家庭と連携した道徳教育の推進 

 (4) 道徳の時間における評価の工夫・改善 

 

３ 研究主題とその設定理由 

 (1) 研究主題 

(2) 主題設定の理由 

本校では他校に先駆けて６年程前から「羽根井スタイル」を常に意識した道徳の授業実践を行っ

てきた。そのスタイルとは、教材の場面ごとに問いかけ、主人公の思いをその都度考えていく授業

ではなく、子供が気になることや考えたいことを明確にもち、思いをもって議論することで、一人

一人が自分の大切にしたい価値観などを見つけていくことをねらいとしている。最初に学習テーマ

を置き、授業の山場である中心発問を中核として学習テーマについて掘り下げていく授業である。 

平成 32 年度からの新学習指導要領の本格実施を受けて、小学校では、本年度より「特別の教科 

道徳」が実施されている。そして、道徳科の授業における問題解決的な学習を取り入れたり、指導

方法の工夫を図ったりすることなどを通して、従来の道徳授業から「考え、議論する道徳」へと質

的転換を図ることが求められている。 

平成 25 年度より本校では、子供が日常の体験を思い起こすことができる教材を選定し、心情軸

を用いた板書や自由発言などの関わり合いの工夫、役割演技など展開のバリエーションを広げた授

業に取り組んできた。また、子供とつくる道徳授業を意識し、感想交流から子どもたちの問題意識

をとらえ、本時のねらいに迫る発問をテーマに設定した授業の実践に取り組んできた。そこで、子

＜取組と成果のポイント＞ 

・ 導入や終末の工夫を取り入れるとともに、子供たちの問題意識を大切にした発問から授業を展

開することができた。また、多面的・多角的な視点から活発な話し合い活動が行われるようにグ

ループトーク（トリオ学習）を取り入れ、年間３５時間の道徳科の時間を大切にするとともに、

「子供とともにつくる道徳授業」に全職員が共通理解のもと取り組むことができた。 

・ 道徳科と各教科、学校行事の関連を大切にし、別葉や年間指導計画・指導計画の細案等を効果

的に活用した授業を展開することができた。 

・ 学校、学級だよりや道徳ノートを通して家庭との連携を大切にした道徳教育の推進を図った。

道徳の授業で学んだことを各家庭で話題にしたり、実生活の中で生かしたりできる児童が増えて

きた。 

『特別の教科  道徳』を要とした道徳教育の充実  

－カリキュラム・マネジメントを生かした効果的かつ多様な指導方法と評価の工夫・改善－ 
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供の思いを大切にしたさらなる授業改善を図るとともに、道徳教育にかかわるカリキュラムを効果

的に活用し、道徳科と他教科との関連を大切にした指導方法を探りながら、家庭や地域との連携を

図り、子供の心に響く道徳科の授業の在り方や評価の工夫についての研究を深めるために本主題を

設定した。 

   

４ 研究の概要及び特色 

(1) 研究の概要 

  ① 「子供とともにつくる道徳授業」の実践 

用意された発問による授業や、教師対子どもの一問一答式の各駅停車型の授業ではなく、子

供たちのこだわりや問題意識を大切にしながら、指導方法の工夫を取り入れた冒険運転型の授

業展開を実践する。 

  ② 道徳のカリキュラムの作成及び効果的な活用方法の研究 

道徳全体計画の別葉、道徳科の教科書を活用した年間指導計画、指導計画の細案等のカリキュ  

ラムを作成し、それを生かした授業案の作成や指導体制の共通理解を図る。 

  ③ 家庭や地域と連携した道徳教育の推進 

    道徳科の授業の様子を学校・学級だよりや道徳ノートを通して保護者と共有することで、授業で学んだ

ことを家庭で話題にし、子供たちの生活の指針となる道徳的価値観や道徳的判断力を育む。 

  ④ 道徳科の評価と指導方法の改善 

    道徳ノートをポートフォリオとして生かし、評価の手がかりとする。また、長いスパンで子供

たちの成長の様子をとらえ、評価に生かしていく。また、職員同士が授業を参観し合ったり、研

究授業を公開したりすることで、教材や指導方法の共有化を図り、よりよい道徳授業の実践を目

指す。 

 

(2) 研究の仮説と手だて 

【仮説１】 

「子供とともにつくる道徳授業」を要とした授業展開をすれば、自分の考えをもち、他の考えを認

め合いながら、豊かな心を育むことができるであろう。 

 

【仮説１】の手だて 

①  導入や終末の工夫 

ねらいとする価値に関わる体験などを自由に発表させることで、生活経験と本時の学びの関

連性をもたせる。教師による読み聞かせだけでなく、紙芝居のように提示したり、シルエット

絵を提示したりするなど、効果的な教材の提示を工夫する。また、子供の問題意識や疑問を生

み、関心をもって取り組ませるために、写真提示や映像などを活用した導入や終末の工夫を図

る。 

②  子供とともにつくるテーマ発問 

子供たちが体験を想起して発表し、自分の思いを語りやすくなるようなテーマ発問を考え

る。子供とともにつくる道徳授業を意識し、教材提示の後に感想交流を取り入れ、その中か

ら、中心発問を本時のねらいに迫ることのできるテーマ発問として設定する。 

③  話合いの工夫 

子供の意見を類型化した構造的な板書など、子供たちが思考しやすく、話し合いの深まりが

期待できるような板書を工夫する。心情軸やシルエット絵を使った板書にも取り組む。また、

ペアトークやグループトークを効果的に取り入れて話合いを支援する。 
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【仮説２】 

道徳カリキュラムを生かした他教科と横断的に関わる教材の選定や、家庭との連携を大切にした    

道徳教育を推進すれば、子供たちの道徳的価値観や判断力を高めることができるであろう。 

【仮説２】の手だて 

① 各教科・行事等との関連を明確にした道徳教育のカリキュラムの作成及び活用 

学年の発達段階に応じた主題を年間にわたって適切に配列した教科書等の教材を選定し、そ

れをもとにした道徳科の年間指導計画やその細案を作成することで、道徳科の授業を円滑に行

うことができるようにする。新たに使用する教科書について、ただ「教科書を教える」のではな

く道徳科の目標及び特質に応じた補助教材や地域に根ざした地域教材を併せて使用するなど、

教科書の効果的な活用方法をさぐる。 

② 家庭と連携した道徳教育の推進 

学校だより「こころ通信」や学級だよりの発行を通し、道徳教材について家庭での話合いの機

会をもたせる工夫をする。道徳の公開授業の実施後、保護者の感想を募るなど、保護者の道徳教

育への意識高揚を図る。また、道徳ノートを通して子供たちの学びの様子を発信し、保護者の感

想を集約して指導への活用を図る。 

④  道徳の時間における評価の工夫・改善 

道徳ふり返りカードを使い、毎時間子ども自身による自己評価を行う。そして評価内容を累積

して支援に役立てる。授業の中でノートに書く場面を精選し、話合いの時間を確保するととも

に、子供が書いた内容を肯定的に受け止め、朱書きの仕方を工夫する。内容項目ごとだけではな

く、道徳的観点からも子供の姿をとらえた、総合的な評価の仕方を考える。 

(3) 研究課題に関わる取り組み 

① 「子供とともにつくる道徳授業」の実践 

ア 視覚支援の導入の工夫を取り入れた、１年『となりのジェニーちゃん』の実践 

本教材は教科書に漫画形式で掲載されている。登場人物の表情や言葉の吹き出しなど、児童  

は挿絵を見ることでそれぞれの心情や場面の様子を捉えることができた。 

導入では自分たちと外国の子供たちの違いを考えさせるために、３人の外国人の子供の写真     

を見せた。髪の色や肌の色が違うブラジルの子、ネパールの子に加え、見た目はほとんど日本

人と変わらない韓国の子の写真を見せたことで、「見た目ではわからないけれど、違うところが

ひとつあるよ」という問いかけから「言葉が違う」というテーマにつなげ、授業を展開するこ

とができた。 

展開後段では、「もしこのクラスに外国の子が来たら」と発問し、話し合った。話合いでは、

自分の知っていることを相手に伝えたいという気持ちが多

く出たので、「自分が知らない外国のことはどうかな」と切

り返しの発問をした。すると「知りたい」と多くの子供たち

が答え、外国の遊びや言葉を知りたいという気持ちを引き

出すことができた。 

１年生の子供たちにはまだ他国の人々や文化に関わる機

会は少なく、実感のわかない子もいるため、終末に教師が実

際に外国の人たちと笑顔で写っている写真を見せた。（資料

１）子供たちの「外国の子とも仲よくなりたい」「外国のこ

とも教えてほしい」という言葉とつなげて自らの体験を語

ることで、外国の人と関わってみたいという気持ちを高め

ることができた。 

【資料１ 導入と終末に視覚支援を

取り入れた授業の様子】 
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イ 感想交流からの中心発問を複数設定した、３年『絵はがきと切手』の実践 

本時では、「どうしてひろ子は料金不足を伝えたのか」「自分だったらどうするか」の二つ

の発問を想定して複線化した授業案を準備した。（資料４）そして子供の問題意識やこだわ

りがどこにあるかをつかむために、感想交流を設定して、「この話で気になったことは何

か？」と発問することで、子供が感じた問題意識やこだわりを生かした授業展開をすること

ができた。（資料３） 

中心発問では、子供たちは黒板に氏名マグネットを貼ってから、自分の立場を明確にして

話し合ったため、自信をもって自分の考えを発表することができた。（資料２） 

 

展開後段では、立ち位置を変えて考え 

ることをねらい、「もしみんなが正子だっ 

たら、知らせてほしいか」と、ゆさぶり 

の補助発問をした。これにより、相手側 

（正子）の気持ちにも考えが及び、自分 

が本当の友達として大切にしたいことに 

ついて考え、さらに友情について価値の 

理解を深めることができた。 

【資料２ 話し合いの様子】 

 
Ｔ  今の話から，どんなことを話し合いたいですか？ 

Ｃ1 ひろ子さんは，どうやってお金がたりなかったことを

伝えたのかなあ。 

Ｃ2（つぶやき）返事でじゃない？ 

Ｃ3 どう書いたかってことだよ。 

Ｃ4「はがきありがとう」って初めに書いてからお金のことを 

伝えたんじゃない？ 

Ｃ5 ひろ子さんがどう書いたのか話し合いたいです 

Ｃ6 ぼくもすごく迷うので，ひろ子さんがどう書いたか 

知りたいです。 

Ｔ 実際にどう書いたかは文章にないから，ちょっと分か

らないね。 

Ｃ7 ひろ子さんの気持ちになって考えればいいんじゃな

い？ 

Ｃ8 じゃあ，「自分だったらどうしますか」を考えたいで

す。 

Ｔ なるほど。じゃあ…、（板書）「あなたがひろ子だったら

どうしますか」について話し合いましょう。 

ひ
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ん

の
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ん
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い

【資料３ 授業記録：感想交流から中心発問を決める】

＞ 

 

【資料４ 複線化した授業案】       

＞ 
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ウ 感想交流からの展開と板書の工夫を取り入れた、５年『禁止がいっぱい』の実践  

導入では、ハロウィンイベント後の荒らされた町の写真を提示した。ニュースでこの出来事 

を見て、知っている子が多く、問題意識をもって授業に臨むことができた。また、教材提示の 

中で、禁止マークや挿絵を掲示することが視覚的な支援となった。終末では、地域の公園を掃 

除する方の動画を流したり、クラスで自主的に掃除してくれている子の写真を掲示したりす 

ることで、自分たちの地域や学校は、自分たちの手できれいにしていこうという気持ちを高め 

ることができた。教材を範読した後、子供の問題意識やこだわりがどこにあるのかをつかむ 

ために、感想交流を取り入れた。子供たちからは、「日本とシンガポールのやり方はどちら 

がよいのか」「自由だときれいにならないのか」などの意見が出された。本時の中心発問では 

Ａ案の「規則と自由どちらがいいか」のテーマ発問を設定し、子供の問題意識やこだわりを 

生かした授業展開をすることができた。（資料５） 

 

他のクラスでは、シンガポールの政策や罰則についての賛否の意見がそれぞれ多く上がった 

ためＢ案の「シンガポールの政策をどう思うか」を中心発問に設定し、授業を展開した。同じ 

教材でも、子供のこだわりや問題意識の違いが生まれることから、感想交流から中心発問へと 

つなげることで、子供とともにつくる道徳授業を展開することができた。（資料６） 

 

話合いの中で出された考えの違いを明確にするために、「規則」と「自由」の立場に分けて 

板書するとともに、規則と自由に対する反対意見については、チョークで色分けして板書した。 

類型化した板書が、発言を続けていく中で、自由と規則の両方のよさを理解する支援となった。 

エ 「トリオ学習」を取り入れた、６年「ブランコ乗りとピエロ」の実践           

トリオ学習は、教師対子どもの一問一答式の授業では、なく、クラス全員が参加し、自分の 

意見を語る場面をつくることをねらいとした話合いの工夫である。グループのメンバーを３人 

（トリオ）にしてグループトークを行う。メンバー構成やトリオ学習を取り入れるタイミング 

（どの発問で話し合うのか）を工夫するとともに、話合いの目的や視点を明確にすることが大 

【資料５ Ａ案「規則と自由、どちらを大切にしたいですか」の板書】       

＞ 

【資料６ Ｂ案「シンガポールの政策をどう思いますか」の板書】       

＞ 
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切である。一人一人が自分の考えをもち、友達の考えと比 

べながら話し合うことで、道徳的価値への理解や自分の考 

えを深めることができ、全体での話し合いが充実する支援 

となる。（資料７） 

 本教材「ブランコ乗りとピエロ」は文章が長く、一度読 

んだだけでは内容の理解が不十分になる可能性が高い。そ 

のため、本時の前に子供たちは教材を読み、感想を書く活 

動を取り入れた。そのことによって、子供たちは、教材の 

内容をあらかじめ理解し、また教師は事前に子供たちの問題意識をつかんだ上で授業を行う

ことができた。（資料８） 

授業を通して、子供たちの価値観の変化を捉えることができるように導入と収束の発問を 

「よい人間関係をつくるにはどうすればよいか」と同じ内容にした。導入では、「人に嫌われ 

ない」ことを意識していた子供たちが、授業での話合いを通して違う考えをもつ人に対して 

も、互いを認め、理解し合うことを意識するようになった。 

 

② 各教科・行事等との関連を明確にし、別葉を効果的に活用した授業 

ア 別葉の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 月 算数 月 生活 月 図画工作 月 音楽 月 体育 月 特別活動 月 学校行事 月

礼儀正しくしよう

おに遊び

　ルールを守って楽しく遊ぼ

う

ひょう・グラフと時計 水遊び 学校保健委員会

時計を読めるようになって、

生活に活かす

　安全に楽しく水遊びをしよ

う

競書大会 おもちゃ大会をひらこう カラフルフィッシュ せんりつあそび 表現リズム遊び

友達の作品を鑑賞し、自他の

作品のよい面に気づく

　自分が作って遊んでみたい

おもちゃを作る

自分で考えて工夫した作品を

作る

　自分が考えた旋律を演奏し

たり歌ったりする

　友達の表現を見ながら、楽

しく体を動かそう

競書大会 かけ算（１）（２） おもちゃ大会をひらこう 機械器具を使っての運動遊び 夏休みの過ごし方を考えよう

思い通りの字を書こうと練習

に励む
　九九を覚える

　作ったおもちゃをもっとよ

くしようと改良する

　できそうな技の練習に取り

組む

心の中のおにをたいじし

よう

かさこじぞう 読みとる算数 明陽苑の交流 いろいろな動きづくり

じいさまとばあさまの優しい

気持ちを読み取る

　一年生にあげる秋のおもちゃに必

要な材料の数を数える

　明陽苑のお年寄りに優しく

接する

　友達と器具を譲りあって使

う

「ありがとう」をつたえよう みんな大きくなったよね 旅立ちのつどいにむけて

感謝の気持ちをつたえる
　自分史を作成することを通して家

族に感謝の気持ちをもつ

明陽苑の交流 ボールけりゲーム 修了式

　明陽苑のお年寄りに敬語を

使って話す

　試合前後の挨拶をきちんと

する

お手紙 おもちゃ大会をひらこう かくれんぼ 体つくり運動 友だちにやさしくしよう 学習発表会練習

がまくんとかえるくんのお互いに相

手を思いやる気持ちを読み取る

　友達となかよく協力し合っ

て、計画、準備して大会を開

く

　楽しく遊んでいる様子を思

い浮かべながら歌う
友達と一緒に体を動かす

　共通の目標を持ち、力を合

わせて取り組む

おもちゃ大会をひらこう ボール投げゲーム

　話し合って決めたおもちゃ

大会のルールを実践する

　ルールを守り、楽しく中あ

てゲームをする

おもちゃ大会をひらこう

　どの友達にも同じように楽

しませる

レッツゴー！町たんけん そうじのしかた

公共の場所を正しく使う

名前を見てちょうだい みんな大きくなったよね
冬休みの過ごし方を考え

よう
12

赤い帽子を取り返そうとする主人公

の気持ちから母への愛を読み取る

　自分史を作成することを通

して、家族の愛情に気づく

春休みの過ごし方を考え

よう
3

おそびのやくそくを話し合おう 考えを　広げよう　ふかめよう　何番目 おもちゃ大会をひらこう 学級のめあてをきめよう 学習発表会練習

なかよく遊ぶための約束をグ

ループで話し合う

お楽しみ会についての順序列

を考える

　おもちゃ大会のルールを話

し合って決める

係活動・あいさつ運動

たてわりはん活動

　一人一人が自分の役割を持

ち、一つのものを作り出す

言いつたえられているお話を知ろう レッツゴー！町たんけん わらべうた 冬のあそびをしよう

昔話や神話、地域の伝承と聞

いたり読んだりする

　校区を探検して地域のこと

を知る
はるがきた

かたかなで書くことば メッセージ

外国からきたことばに関心を

もつ

　いろいろな国の言葉を覚え

て歌う

ビーバーの大工事 レッツゴー！町たんけん ぼく・わたしのたんじょう 避難訓練

てきにおそわれない巣を作る

ための工夫を読み取る

　交通ルールを守って探検す

る

すききらいしないで食べよう

正しい歯のみがき方

たんぽぽ ぐんぐんのびろ 虫の声

かんさつしたことを書こ

う
　夏野菜、秋野菜、冬野菜を

育てて収穫する

　虫たちが鳴いている様子を

思い浮かべながら歌う

日本語のしらべ 夕やけこやけ

　四季折々の自然の美しさや

情景を感じる

　きれいな夕焼けを思い浮べ

ながら歌う

感動、畏敬の念

4
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自
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崇

高

な
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の

と

の

関

わ

り

　

に

関

す

る

こ

と

生命の尊さ 11

５

～

12

1

国際理解、
国際親善

5 4

4

～

３

伝統と文化の尊重、
国や郷土を愛する

態度

9

５

～

12

１

3

5

家族愛、
家庭生活の充実

10 2

よりよい学校生活、
集団生活の充実

1 9

勤労、公共の精神
５

～

12

公正、公平、
社会正義

9

12

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に

　
　
関
す
る
こ
と

規則の尊重 9

友情、信頼 6 9

3
退任式

旅立ちのつどい

礼儀
５

～

３

感謝 9 2

7

２

運動会

持久走大会

Ｂ
 
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に

　
　
関
す
る
こ
と

親切、思いやり 12 12

５

～

３

学習発表会

持久走大会

希望と勇気、
努力と強い意志

10

～

12

個性の伸長 9

節度、節制
7

8

11

正直、誠実

平成３０年度　羽根井小学校道徳全体計画（別葉）　　２年

内容項目

Ａ
 
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善悪の判断

【資料７ トリオ学習の様子】        

【資料９ 道徳全体計画別葉（２年生）】 

【資料８ 道徳ノート：事前の感想とふり返り】        
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本校では、縦軸に内容項目、横軸に各教科と単元等を示した、道徳教育の全体計画の別葉を 

作成した。（資料９）各教科をどのように関連付けて道徳教育を行うか考え、さらに学校の実態 

や創意工夫を取り入れて、道徳教育を進めていくことが必要である。各学年の別葉は、取り 

組んだものや、道徳的価値への理解として成果が得られたものについてチェックをしたり、内 

容を書き加えたりと加除修正しながら活用している。 

イ 道徳の授業に生かす年間指導計画や指導細案の作成と活用                  

年間指導計画は、道徳科の指導が、道徳教育の全体計画に基づき、子供の発達段階に即し 

て計画的・発展的に行われることを目的としたものである。 

【資料 10 道徳年間指導計画（６年生）】 
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指導細案には、各教科との関連や指導過程や指導方法を明記している。板書や教具を共有するこ 

とで、学校・学年全体で共通理解のもと、道徳の授業を進めていくことをねらいとしている。 

ウ 別葉を活用し、生活科との関連を意識した、２年「おばあさんができたよ」の実践   

２年生は生活科で学校の近くにある老人保健施設のお年寄りと交流を行っている。本時は、 

本教材と生活科の学習「老人保健施設の方との交流会」と関連させて授業案を構想した。交流 

する前はお年寄りと接することに対して不安を感じる子供も多く、どう接したらいいのかわ 

からない子もいた。しかし、自己紹介やレクリエーションなどの活動を通して、子供たちも 

お年寄りの笑顔を見て、喜ぶ姿を見せるようになってきた。本時の道徳授業では、「どうしてひ 

【資料 11 道徳指導計画の細案（４年生）】 
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ろみとおばあちゃんの二人は笑顔になったのか」を中心発問に設定し、今後老人保健施設で交 

流する際に、相手を思いやり、相手のことを考え、行動できるようになることを願って本実践 

に取り組んだ。 

中心発問の後、老人保健施設での交流について自分たちがおじいさん、おばあさんにこれか 

らしてあげたいことについて考えた。グループトークの時間を設定することで、全員がグルー 

プの中で自分の考えを発言することができた。また、自分の考えを発表したり、友達の考えを 

聞いたりすることで、多様な考えを学び合い、相手のことを思って行動する大切さについて思 

いを深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開後段では、お年寄りの方が喜んでいる様子を思い出すために、老人保健施設での交流 

の様子の写真を提示した。（資料 12）「おばあちゃんたちが元気になるように、肩もみしてあ 

げたい｣｢楽しいおしゃべりをしたいな」など、主人公のひろみと同じように、自分たちも老 

人保健施設のお年寄りを思い出しながら、優しく接する方法を話し合うことができた。授業 

を通して、お年寄りの気持ちを考えた親切な行動をすることの大切さを感じながら、お年寄 

りの喜びを自分の喜びとして受け入れようという気持ちを高めることができた。ふり返りで 

は、多くの子が次の老人保健施設との交流で相手も自分も笑顔になるようにしたいという思 

いをもつことができた。 

 

③ 家庭と連携した道徳教育の推進 

ア 保護者とともに考える、命の授業  

４年『おばちゃんがんばれ』の実践 

４年生では、６月の学校公開日に行った 

道徳「命の授業」において、事前に道徳の 

家庭学習を取り入れた。子供たちは、保 

護者と一緒に教科書の教材を読み、命がお 

腹に宿った時や生まれた時の保護者の気 

持ちを聞いてくるという課題に取り組み、 

道徳教材について家庭で話し合いの機会 

をもたせた授業を実践した。（資料 14） 

自分と同じ一人っ子のいとこに弟か妹 

が生まれることを知り、悔しさからおばち 

ゃんの赤ちゃんの誕生を祝福できない主 

人公。主人公がお母さんに自分がお腹の中 

にいるときの話を聞くことで、おばちゃん 

【資料 12 交流の様子】 【資料 13 道徳ノート：Ａ子のふり返り】 

【資料 14 ワークシート：家庭学習の取り組み】 
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への思いが少しずつ変化していく。本学級の子供た

ちも自分の誕生時の保護者の思いを知ることで、主

人公の気持ちに共感しながら、１時間を通して、

『命』について考えることができた。話合いでは

「命が誕生するのは奇跡」「生んでくれたことに感

謝したい」「１０才のわたしを振り返って、これか

らのわたしもしっかり生きていきたいと思った」な

どの意見が出され、命の大切さを改めて見つめて考

えることができた。（資料 15） 

 

 

イ 学校だより「こころ通信」の発行 

各学年の道徳授業への取り組みの様子 

を、学校だより「こころ通信」として発信 

し、子供たちの話合いの様子や教材の内容 

やねらいなどを紹介した。（資料 16） 

全学級の授業の様子を発信することで、 

保護者に本校の道徳教育への取り組みを 

意識してもらうことができた。 

 

③ 道徳の評価と指導方法の改善 

ア 道徳ノート「ハッピーノート」を生かした評価 

本校では、２５年度より道徳ノート（「ハ

ッピーノート」）を使用している。低学年は

１時間に１回、高学年は１時間に２回程度

記述し、話合いに活用したり、授業のふり

返りを行ったりしている。このノートによ

って子供たちは、自らの学びをふり返ると

ともに学びの蓄積を行っている。  

２７年度からは自己評価と評価所見の作

成に取り組んできた。自己評価の内容は各

学年で内容を変更したり、後半は項目を増や

したりして内容に変化をもたせた。このノート

の記述を「ポートフォリオ」として評価に活用

している。また、朱書きの支援も、児童の 

自己肯定感を高めるのに有効であり、書き方の研修も行っている。（資料 17） 

１１月に、道徳「ハッピーノート」を持ち帰らせ、子供たちの学びの様子を家庭に伝えた。 

子どもたちのふり返りや保護者からの感想を今後の指導改善に生かすとともに、さらなる道徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１０月２６日（金）に、宇都宮大学から講師の先生をお招きして道徳授業研究会

を行いました。県の道徳教育推進校の委嘱を受けて、「特別の教科 『道徳』を要と

した道徳教育の充実」のための研究を実践しています。当日は、本校職員以外にも

市内の小中学校から６０名余の先生方も参加されました。「こころ通信４・５」にあ

る２つの授業も公開しました。 

 

 

 

 

 

 

 「なぜ対立していた二人はわかり合えたのだろう？」 

 『ブランコ乗りとピエロ』     ６年１組（夏目教諭）の授業より 
１０月２６日（金）５時間目に，６年１組において

『ブランコ乗りとピエロ』という教材を使い，道徳の

授業が行われました。サーカスのリーダーのピエロは

日頃からわがままなスターのサムに腹を立てていまし

た。しかし，演技後の疲れ切った様子のサムの様子を

見て，サムの気持ちを理解し許します。そして二人は

打ち解け合うという内容で，相手を理解し尊重するこ

との大切さや自分とは意見や立場が異なる人に対して

も謙虚な心で接していこうとする心情を育てることを

ねらいとする授業でした。 

 夏目教諭が教材を範読した後で子どもたちは、なぜ対立していた二人がわかり合えたのかを考え、

話し合いました。「ピエロがサムのがんばりを認めたから」「二人とも同じ気持ちだったから」など相

手を受け止める寛容の気持ちや「このままではいけない」「自分だけがスターになるのは違うと気づ

いた」などの自分を反省する謙虚の気持ちが子どもたちから出されました。授業を通して、お互いが

わかり合うためには謙虚と寛容の気持ちが大切だということに気付き，これからは互いに相手のこと

をよく理解し，認め合うことでよりよい人間関係を作っていこうという気持ちを高めることができま

した。 

 

 

 

 「言葉が違っても仲よくなれたのはなぜかな？」   

   『となりのジェニーちゃん』   １年１組（渡邊教諭）の授業より 

１０月２６日（金）５時間目に，１年１組において『とな 

りのジェニーちゃん』という教材を使い，道徳の授業が行 

われました。主人公のしんやのクラスに，ジェニーちゃん 

というフィリピンの女の子が転校してきました。なかな 

か，ジェニーちゃんに話しかけられないしんやでしたが， 

公園で弟と遊んでいるジェニーちゃんとのふれあいをきっ 

かけに，二人が仲よくなれたという内容です。 

 ジェニーちゃんに話しかけられないしんやはどんな気持 

ちだったのか，しんやの気持ちを考えた後，渡邊教諭が 

「言葉が違っても仲よくなれたのはなぜかな」と尋ねると， 

「一緒に遊んで，ジェニーちゃんの友達になろうと思ったから」「遊んだときが，しんやのしゃべる

チャンスだったから」「ジェニーちゃんが日本語がしゃべれるようになったから」など，しんや・ジ

ェニーちゃんのそれぞれの立場から考えた様々な意見が出されました。 

 授業を通して，言葉が違ってもお互いの国のことを知り，仲よくしていきたいという気持ちを高め

ることができました。 

 

道徳の 

授業研究会 【資料 16 学校だより「こころ通信」】 

【資料 17 道徳ノート「ハッピーノート」】        

 

【資料 15 道徳ノート：Ｂ子のふり返り】 
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授業の充実を図りたいと考えている。（資料 18・19）                

 

 

記述したノートのふり返りから、子供もたちの思いや考えの変容をとらえ、評価文を作成し、  

ノートを通して保護者へ子供たちの道徳授業の学びの様子を伝えた。（資料 20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 １０月までに私は、自分のこと、自然のこと、外
国とのこと、いのちのことなどたくさんのことを学

びました。その中でも「命を見つめて」というさわ

たりひとみさんのお話にとても感動しました。 

（６年女子） 

 

１つの物事に対して、いろいろな考え方があ

ることを知り、理解し、時には自分の考え方を変

える。そのプロセスがよくわかりました。自分の

心の中を見つめ、具体的に言葉や文章で表現

することはとても良いことです。半年間続けて振

り返りを読み比べると成長を感じます。これから

も心を豊かにすることを目指してください。  

                      （母より） 

 

【資料 19 児童のふり返りと 

寄せられた保護者の感想】 

 偉人についての授業を通して、自分の長所は何かを考え、強い意志をもって努力し続けようとする思
いを高めました。友達の意見を聞くことで考えを深め、目標を実現するために自分ができることを考え、

具体的な行動や目標を発表しました。 

 

【資料 18 道徳ふり返りカード】        

【資料 20 昨年度に出した道徳の評価文】 
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イ 指導方法の改善と道徳授業コーディネート 

本校の教諭が、同じ指導体制や共通理解を図ることを目的とし、研究主任による模擬授業や、 

模範授業の公開、協議会を行い、本校１年目の教諭は必ず道徳の研究授業に取り組んでいる。 

 

また、作成した教具（紙芝居や役割演技のお面、シルエット絵など）は資料室に保管し、共 

有できるように「お宝」として保管している。また「第○回道徳授業」の表示や「学びのあと」 

の掲示物も、「子供とともにつくる道徳授業」を盛り上げてくれるものとなっている。 

【資料 23 教材教具や掲示物】 

 

５ 研究の評価 

(1) 研究の成果  

① 仮説１について 

導入に視覚支援を取り入れた発問を取り入れたり、終末に映像で活動の様子を伝えたりする活 

動を取り入れることで、子供たちを教材にひきつけることができた。授業の中で、子供たちは 

自分の生活体験を思い起こすなど、自分事として考えることができた。 

【資料 21 研究授業後の協議会の様子】       

＞ 

【資料 22 研究主任による模擬授業の様子】       

＞ 
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授業展開については、教材提示後に感想交流を取り入れることで、子供たちの問題意識やこだ

わりをつかみ、中心発問へとつなげることができた。子供たちは１時間を通して、自分の考えを

しっかりともって話し合うことができ、さらに友達の意見を聞いて、考えを深めることができ

た。 

話合い活動では、自分の考えをノートに書いて話し合うことに加え、ペアトークやグループト

ークを取り入れて、全体の話し合いにつなげる場面を多く設定した。特に中・高学年で取り組ん

だトリオ学習は、少人数での話合いのよさに加え、堅苦しくないフリートークにすることで、自

分の意見を伝える場となり、全体での話し合いを活発にすることができた。 

 

② 仮説２について 

道徳の全体計画の別葉を作成することで、各教科との関連を大切にした授業が展開でき、子供

たちは、道徳の授業で学んだことや考えたことを、他教科での授業や活動に生かすことができる

ようになった。また、教科書「みんなの道徳」の教材を中心に取り入れた羽根井小道徳年間指導

計画や指導計画の細案を作成したことで、道徳の授業を円滑に行うことができた。 

他校の教員への授業公開を行ったり、同じ教材の授業を、各学年の協力体制で複数回行ったり

することで、教員一人一人の授業力向上につながった。また、参観者の意見を集約したり協議会

を行ったりすることで、授業テクニックや新たな発問の工夫などを知るよい機会となった。 

学校・学級だよりを通して、子供たちの道徳授業の取り組みを伝えたり、保護者とともに考

える道徳授業を取り入れたりすることで、各家庭で道徳授業についての話題があがるようになっ

た。11月上旬に、子供の自己評価が記入された道徳ノートを持ち帰り、保護者に子供たちの道徳

授業の取り組みを伝えたことで、保護者も道徳授業の大切さに気づくとともに、子供たちの成長

を感じられる機会となった。 

大学から講師を招聘し講演等を聞くことにより、道徳教育に関する最新の情報を得ることがで 

き、子供の心に響く道徳教育のあり方や評価についての考えを深めることができた。   

子供の自己評価や道徳ノートに書かれた内容を分析することで、授業における子供たちの価 

値の自覚や意欲を知ることができ、その後の道徳授業に生かすことができた。 

 

(2) 今後の課題と取組 

・授業を通して、子供たちが道徳的価値に向き合い、より自分事として考えるための、効果的な教

師の切り返しやゆさぶりを取り入れる。 

・話合いがより深まるように、グループ活動（トリオ学習）をさらに効果的に取り入れたり、心情

軸や心情グラフを活用したりして、自分の考えを明確にして話し合ったりする場を設定する。 

・児童のふり返りや保護者の言葉から、一人一人の変容や成長を把握し、さらなる道徳授業の充実

を図る。 

子供とともにつくる道徳授業の質をさらに高めていくために、道徳の授業で学んだことが今後 

の子供たちの生活の中で生かされるように、教材の精選をしたり、授業を通して、子供たちの成

長や変容を確かめたりしながら、これからも道徳授業を進めていきたい。               


